
福島県双葉町
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ゼロから始める賑わいづくり
～原子力災害被災地からの挑戦～



双葉町ってどこ？

双葉郡

福島県

双葉町

双葉町

常磐
双葉ＩＣ

双葉駅
駅西地区
新生活拠点

中野地区
復興産業拠点

双葉町ってどこ？
＜人口＞
約7,000人

＜面積＞
約50㎢

＜アクセス＞
JR常磐線「双葉駅」
東京から約３時間
仙台から約１時間30分

＜被災状況＞
人的被害：死者179名
津波浸水：沿岸部約３㎢
原子力被災：継続中



双葉町

町民 4,000人
（H23/ 3/12）

町民 1,200人
（H23/3/30）

川俣町

さいたま市
（さいたまスーパーアリーナ）

加須市（旧騎西高校）

いわき市

H25/ 6/17

双葉町役場本体機能を
いわき市南部へ移転
→震災から約12年を経
たR4/9/5より双葉町内に
おいて役場再開

町民 1,200人
（H23/ 3/19）

埼玉県

いわき事務所

埼玉支所
（加須市騎西総合支所内）

郡山支所

役場の避難先変遷

発災時時系列

3/11 14:46 双葉町は震度6強
15:30頃 津波により約3㎢浸水
19:03 原子力緊急事態宣言発令
21:23 第一原発から半径3km圏内の避難及び

10kmの屋内退避
3/12 5:44 半径10km圏内の住民に避難指示

7:30 町災害対策本部で全町避難を決定
14:00     双葉町役場を閉鎖
15:36     第一原発1号機原子炉建屋爆発

平成25年5月28日、
避難指示区域再編
・避難指示解除準備区域（4%）
・帰還困難区域（96%）

避難指示区域の現状

東日本大震災の概要と被災状況ようやく町へ戻ってきました

震災翌日から避難が始まり、県内外を転々としました。
令和４年に避難指示が解除され、震災から約12年経ち、
町に戻ることができました。



双葉町の避難指示区域の現状

〇 避難指示を解除されたのは町域の約15％にとどまる。
○ 残りの約85％は帰還困難区域に指定されており、自由に立ち入ることができない状況。
〇 大多数の住民は避難先での生活再建、高齢化により、戻りたくても戻れない状況
〇 現時点で町内に居住しているのは約60名ほど。

常磐双葉IC 避難指示解除準備区域

⇒令和２年３月４日解除

中間貯蔵
施設

福島第一
原発

帰還困難
区域

帰還困難
区域

特定復興再生拠点区域

⇒令和４年８月30日解除

“人口ゼロ“からのスタート



復興のスタートをきる双葉町
“空き地（ゼロ）“からのスタート

震災後10年以上放置された町は建物の解体が進
み、空き地が広がる光景となっている。
震災によりこれまでの積み上げが失われた町に賑わ
いを取り戻すにはどうすれば良いだろうか…。

2013年

2023年



活動内容・スケジュール（案）

（背景）
・10年以上にわたり人が住んでいない状況を経て、まちづくりを行う町は世界を見渡しても双葉町だけ。
・何もない状況からどのようにして賑わいを復活させるかはここでしか取り組めないミッション。
・双葉町の厳しい状況は日本中から注目されており、難しさを粋と感じて取り組んでほしい。

（活動内容）
町内に広がる空き地を舞台に、小さくても将来に繋がる関係人口づくりのために「面白い」
「可能性がある」と思ってもらえる活動の検討

（期待すること）
多様な専攻、バックグラウンドを持つ学生同士が共に交流、検討することで斬新な発想が生まれることを
期待しています。

（スケジュール（案））

2023年6月
顔合わせ
情報収集

7月
WS

2024年1月
現地活動

8月～9月
現地活動

～12月
現地活動を踏まえた
検討・意見交換

2024年3月
報告会

2月
WS

※上旬に震災前から続く
町内お祭り開催予定


